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堤　

林　
　
　

剣

投
票
選
択
肢
と
し
て
の
ク
ラ
イ
エ
ン
テ
リ
ズ
ム�

出　

岡　

直　

也

―
経
済
投
票
の
枠
組
と
の
関
連
へ
の
含
意�

を
重
視
し
た
レ
ビ
ュ
ー
―

後
藤
新
平
と
福
沢
諭
吉�

小
川
原
正
道

―
伝
染
病
研
究
所
移
転
問
題
を
め
ぐ
っ
て
―

高
度
経
済
成
長
期
の
自
民
党
政
務
調
査
会�

奥　
　

健
太
郎

―
社
会
部
会
と
そ
の
周
辺
―

参
議
院
自
民
党
の
人
事
と
首
相
権
力�

松　

浦　

淳　

介

日
本
の
反
撃
能
力
保
有
に
至
る
政
治
過
程
に�

宮　

岡　
　
　

勲�

関
す
る
考
察
、
一
九
九
九
―
二
〇
二
二
年

「
日
本
初
の
女
性
議
員
三
九
名
」
は
ど
こ
へ�

清
水
唯
一
朗�

行
っ
た
の
か

―
大
量
当
選
、
大
量
落
選
の
構
造
分
析
―

明
治
期
日
本
の
選
挙
運
営�

末　

木　

孝　

典

―
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
を
例
と
し
て
―

後
藤
新
平
と
台
湾
総
督
府
顧
問
制
度�

王　
　
　

麒　

銘

「
官
吏
公
選
」
に
関
す
る
一
考
察�

柏　

原　

宏　

紀

尾
崎
行
雄
の
尚
武
論�

加　

地　

直　

紀

屯
田
兵
の
設
置
と
開
拓
使�

門　

松　

秀　

樹

一
九
一
〇
年
代
慶
應
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
間�

姜　
　
　

兌　

玧�

の
教
員
招
待
過
程

―
Ｒ
・
Ｊ
・
レ
イ
を
中
心
に
―

「
大
久
保
政
権
」
下
の
黒
田
清
隆�

久
保
田　
　

哲

―
明
治
六
・
七
年
の
外
交
と
内
政
―

大
日
本
私
立
衛
生
会
と
そ
の
「
支
会
」�

小　

島　

和　

貴

征
韓
論
争
と
台
湾
出
兵�

後　

藤　
　
　

新

―
明
治
六
年
の
政
変
か
ら
出
兵
の
決
定
に�

至
る
経
緯
に
つ
い
て
―

華
北
分
離
工
作
期
に
お
け
る
日
満
華
提
携
論�

坂　

本　

健　

蔵�

の
一
考
察

―
永
井
柳
太
郎
を
中
心
に
―

ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
陸
軍
中
野
学
校
出
身
者
の�

澤　

田　

次　

郎�

情
報
・
工
作
活
動
と
そ
の
影
の
局
面

―
柳
川
宗
成
大
尉
の
遺
稿
か
ら
―

「
排
日
移
民
法
」
を
め
ぐ
る
在
郷
軍
人
と
ア�

メ
リ
カ
ニ
ズ
ム�

玉　

木　

寛　

輝

―
在
郷
軍
人
会
の
反
応
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な�

思
想
の
交
差
が
も
た
ら
し
た
齟
齬
―

知
的
財
産
権
の
「
開
国
」
を
巡
る
日
本
と
欧�

米
諸
国�

靏　

岡　

聡　

史

―
日
独
通
商
航
海
条
約
か
ら
日
本
の
パ
リ
、�

ベ
ル
ヌ
両
条
約
加
盟
ま
で
―

第
一
次
世
界
大
戦
と
「
独
探
」�

諸　

橋　

英　

一

―
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
よ
る
粗
描
―

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
政
治
的
活
動
の
意
義�

吉
田
龍
太
郎�

に
つ
い
て
の
民
主
党
議
員
の
認
識
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